
　
同
商
品
は
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
で
マ
ン
シ
ョ
ン

を
購
入
す
る
場
合
、70
〜
79

平
米
で
あ
れ
ば
工
事
費
用
が

７
７
７
万
円
、と
い
う
も
の

だ
。そ
れ
よ
り
面
積
が
小
さ

い
場
合
は
７
５
７
万
円
、80

平
米
を
超
え
る
場
合
は
８
２

８
万
円
、と
価
格
を
固
定
し

て
い
る
。７
７
７
万
円
の
場

合
、物
件
と
リ
フ
ォ
ー
ム
の

一
体
型
35
年
ロ
ー
ン
に
す
る

と
、工
事
費
用
の
支
払
い
は

約
２
万
円
に
な
る
計
算
だ
。

　
一
般
的
に
は
平
米
あ
た
り

の
定
額
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

多
い
中
で
、な
ぜ
同
社
は
総

額
表
示
に
し
て
い
る
の
か
。

　
「
会
社
設
立
か
ら
２
年
半

に
わ
た
り
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
き
ま
し
た

が
、お
客
様
か
ら
真
っ
先
に

聞
か
れ
る
の
が
価
格
。こ
こ

を
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
形

に
す
れ
ば
、反
響
も
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
」（
佐
藤
竜
也
社
長
）

　
通
常
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
会

社
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
、

相
談
の
前
に
工
事
費
用
が
わ

か
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。平

米
あ
た
り
の
定
額
物
件
に
し

て
も
、物
件
面
積
に
よ
っ
て

工
事
費
が
変
わ
る
こ
と
か

ら
、い
く
ら
の
予
算
を
見
込
め

ば
い
い
の
か
分
か
り
に
く
い
。

　
さ
ら
に
、造
作
扉
や
家
具
な

ど
も
メ
ニ
ュ
ー
化
し
て
い
る
。

ア
イ
ア
ン
製
の
室
内
窓
を
オ

プ
シ
ョ
ン
で
取
り
付
け
る
場

合
は
工
事
込
み
で
35
万
円
、な

ど
多
数
の
商
品
が
別
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
り
、工
事
費
に
加
算
す

る
だ
け
な
の
で
、こ
れ
も
非
常

に
変
わ
り
や
す
い
。

　
デ
ザ
イ
ン
も
分
か
り
や
す

さ
を
重
視
し
、４
つ
か
ら
選

ぶ
形
に
し
て
い
る
。具
体
的

に
は
、ビ
ー
チ
、ビ
ン
テ
ー

ジ
、ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
、ナ
チ
ュ

ラ
ル
の
４
種
類
。こ
れ
は
使

用
す
る
床
材
や
壁
、扉
の
着

色
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
雰

囲
気
を
作
り
出
し
て
い
る
。

例
え
ば
、ビ
ー
チ
は
節
目
の

強
い
オ
ー
ク
材
で
、ム
ラ
感

を
表
現
。ブ
ル
ー
色
の
ド
ア

を
取
り
付
け
、空
間
の
色
合

い
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
い

る
。ま
た
、ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
あ

れ
ば
、着
色
を
し
な
い
ウ
ォ

ル
ナ
ッ
ト
材
を
用
い
、素
朴

な
雰
囲
気
を
出
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
４
つ
の
デ
ザ
イ
ン

は
、こ
れ
ま
で
同
社
が
手
が

け
て
き
た
40
件
程
度
の
事
例

を
分
析
し
て
高
い
人
気
の
あ

っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
デ
ザ
イ
ン

は
フ
ル
オ
ー
ダ
ー
で
受
け
て

き
た
が
、ほ
ぼ
４
つ
の
デ
ザ

イ
ン
イ
メ
ー
ジ
で
作
る
顧
客

だ
っ
た
。

　
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
れ

ば
、仕
入
れ
を
安
く
で
き
ま

す
の
で
、従
来
よ
り
も
安
く

提
供
で
き
ま
す
よ
ね
。フ
ル

オ
ー
ダ
ー
の
時
の
工
事
は
平

均
で
〇
〇
○
万
円
で
し
た
か

ら
、だ
い
ぶ
安
く
で
き
ま
す

よ
」（
佐
藤
社
長
）

　
デ
ザ
イ
ン
を
絞
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
は
打
ち
合
わ
せ
回

数
の
削
減
、営
業
の
効
率

化
に
も
つ
な
が
る
。ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
デ
ザ
イ
ン

を
公
開
し
て
い
る
の
で
、

相
談
者
は
そ
れ
を
よ
く

検
討
し
た
上
で
来
店
す

る
こ
と
か
ら
、「
初
回
は

住
設
機
器
の
選
定
く
ら

い
。こ
れ
も
２
時
間
か
か

ら
な
い
」
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
さ
だ
。契
約
前
の
打
ち

合
わ
せ
回
数
も
４
回
で

ま
と
ま
る
。

　
同
社
は
今
後
、同
商
品

で
月
２
件
の
受
注
を
取

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
年
内
８
件
の
販
売

が
目
標
で
す
。さ
ら
に
、

無
垢
材
を
使
わ
ず
に
テ

イ
ス
ト
だ
け
近
い
低
価

格
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
検

討
し
て
い
ま
す
」（
佐
藤

社
長
）
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　前回の記事の最後に私はみなさんに「あなたのリフ
ォーム会社経営の目的はなんですか」という質問をし
ました。この質問に対する回答はどんなものですか？
　「リフォームで社会貢献をしたい」「リフォームで素
敵な住宅を実現したい」「社員の幸せのため」など様々
な答えがあるでしょう。しかし、資本主義社会における
企業の目的はただ1つです。それは「儲ける」ということ
です。社会貢献や素敵な作品を残すというのは非常に
素晴らしいことですが、それもこれもリフォーム会社
が儲けを継続して出していなければ不可能です。企業
経営は、儲けを出すために何をするかを考えなければ
いけません。良い仕事をしていても、倒産しては周りを
不幸にしてしまいます。
　では、アメリカのリフォーム市場という非常に競争

　競争の厳しいアメリカのリフォーム市場において、全米規模のデザインコンテストの受賞歴が約100、年間10億円を売り上げ
るSockeye Homes（ワシントン州）。同社を経営する酒井利英社長は米国のリフォーム市場では非常に珍しい日本出身の経営
者だ。日米の住宅市場に精通した酒井氏の戦略やノウハウについての講座をお届けする。

が激しい中で私が儲けを出すためにどのような戦略を
立てたか。それは右図の5つです。
　まず、最初に企業としての明確なスタンスを決めま
した。アメリカのリフォーム市場と一口に言っても、修
繕や機器と設備の交換をメーンに行うハンディマン事
業とデザインを売りとした「デザインビルド」や「カス
タムリモデル」事業があります。修繕や機器・設備の交
換は単価が低い代わりに、引き合いは非常に多く、効
率的に現場を回して数をこなすことで利益を出すビジ
ネスモデルです。
　「デザインビルド」は付加価値が高く、単価は高いけ
れども、1件ごとに非常に手間と時間がかかります。こ
の2つは同じリフォームでも、まったくビジネスモデル
が異なります。モデルが異なるということは、両方を1

つの企業で行うのは非常に難しいということです。
　Ｓｏｃｋｅｙｅ Ｈｏｍｅｓでは、「デザインビルド」を
選択しました。付加価値の高いデザインビルドで消費
者に受け入れてもらうには、ブランド力や提案力が重
要になります。次回は私が取ったブランド力構築の道
筋をお話しします。

デ
ザ
イ
ン
は
４
種
か
ら
選
択

マンションフルリノベは「777万円」で
「透明」価格で勝負

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
リ
ノ
ベ
で
顧
客
が
真
っ
先
に
知
り
た

い
の
は
費
用
│
。神
奈
川
県
の
一
歩（
横
浜
市
）は
、マ

ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
７
７
７
万
円
の
定
額
リ
フ
ォ
ー

ム
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
発
売
し
た
。ブ
ラ
ン
ド
名
称
は「
７

７
７
H
O
U
S
E（
ス
リ
ー
セ
ブ
ン
ハ
ウ
ス
）」。工
事

の
総
額
と
デ
ザ
イ
ン
を
明
確
に
し
て
、相
談
者
が
迷

わ
ず
選
び
や
す
い
リ
フ
ォ
ー
ム
内
容
を
提
案
す
る
。

BEACH（ビーチ）

オプション

佐藤竜也社長

工
事
費
用
は

月
々
２
万
円

一　

歩デ
ザ
イ
ン
提
案

人
気
の
も
の
だ
け

リノベ戦略

最先端

①ビーチはサーフテイストで青いドアが空間に映える。床はオーク
系の節があり、ムラ感のあるものを使用する。②ヴィンテージはア
パレルショップのような雰囲気を演出。着色が濃く、木目がはっキ
リッしてる建材を使用。③ノルディックはゆったりとした上品な空
間。メープル材を使って空間を白く見せる。④ナチュラルはウォル
ナットを着色せずに質感を出している。⑤アイアン製の室内窓。
価格は１６００×９００サイズで３５万円。⑥オリジナルキッチン。
２２５０サイズに変更する場合は７０万円加算する

日本企業が学べる米国の経営ノウハウ

儲けのためにどのような道筋を考えるか

連載 Ｔｏｄ 酒井の

シアトル熱血経営塾シアトル熱血経営塾

酒井利英社長

Sockeye Homes
（ワシントン州）

Vol.2

Sockeye Homes 起業からの戦略
1受賞を基盤に「公認のデザイン・ビルド」ブランドの確立
2ハンディマンを避け、儲かるデザインビルドの仕事を取る
3マーケティングは明日のため、セールスは今日のため
4パッケージVSカスタム（50％ずつの比率へ）
5売却できる企業づくり

1 VINTAGE（ヴィンテージ）2

NORDIC（ノルディック）3 NATURAL（ナチュラル）4

5

6


